
令和８年４月 一部改正 

 

【利用者向け】北九州市医療的ケア児レスパイト事業 Ｑ＆Ａ 

 

 

問１ 医療的ケア児の住民票は県外にありますが、市内に住んでいる場合は、対象として

認められますか。 

 

答１ 要件として、「北九州市内に住所を有すること。」としており、対象となりません。 

なお、この事業は、福岡県内に住民票がある場合は、お住いの市町村で、レスパイ

ト事業を受けることができる可能性がありますので、お尋ねください。 

 

 

 

問２ 主治医から、訪問看護を使うように言われていますが、現在、家族だけで介護して

いるため、訪問看護ステーションを利用していません。対象として認められますか。 

 

答２ 医療的ケア児レスパイト事業は、訪問看護ステーションを利用する場合に、看護師が

訪問して行う看護に係る費用を助成する制度となっているため、実際に訪問看護を

利用していることが必要となります。 

 

 

 

問３ 医療的ケア児レスパイト事業は、保育所や幼稚園、学校等、自宅以外の場所でも 

利用できますか。 

 

 

答３ 保育所や幼稚園、学校等（以下、保育所等という。）でも助成の対象としています。 

なお、保育所等での利用の場合には、通所（園）、通学している保育所等に訪問看

護ステーションからの訪問看護を受けることが可能であるかどうか、事前に確認を

お願いしています。 

     また、実費（交通費等）の負担が発生することもありますので、事前に訪問看護ステ

ーションへ確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 



 

問４ 医療的ケア児レスパイト事業は、学校への通学、旅行、宿泊を伴う修学旅行などで

も利用することができますか。 

 

答４ 医療的ケア児レスパイト事業では、自宅外の場所であっても、ご利用の訪問看護ス

テーションによる訪問看護の提供が可能であれば、費用を助成できます。 

   なお、訪問看護にかかる交通費、駐車場代、食事代などは、実費負担となりますので、

利用されている訪問看護ステーションに相談してください。 

    また、学校おける訪問看護の提供については、通学されている学校に利用の可否に

ついて、事前にご確認ください。 

 

 

 

問５ レスパイト利用中に、入浴などで、複数名での訪問看護が必要となることがありま

すが、複数名分の費用を助成してもらえますか。 

 

答５ 医療的ケア児レスパイト事業では、対応者数ではなく、時間数に応じた助成となっ

ています。そのため、複数名で対応したとしても、一人で対応したとしても、時間数

に応じた助成額となります。 

 

 

 

問６ レスパイト事業での訪問看護と障害福祉サービスの居宅介護を同時に利用する 

ことはできますか。 

 

答６ レスパイト事業にかかる費用を助成することはできますが、同時に利用する障害福

祉サービスの要件を事前に確認してください。 

なお、居宅介護は、通院等介助を除き、日常生活を営む場所において、必要なサー

ビスを提供するものとなっているため、自宅以外での提供はできません。 

 

 

 

問７ レスパイトを利用した場合、自己負担がある場合は誰に支払えばよいですか。 

 

答７ 訪問看護を利用する際の料金は、提供時間帯・サービス提供や事業所の体制に係

る加算、減算などにより利用者によって異なります。 

そのため、助成額を超えた利用料については、自己負担となります。自己負担が発

生する場合は、ご利用の訪問看護ステーションにお支払いください。 

 



 

問８ 学校への通学で、レスパイト事業を利用したいと考えています。片道の利用時間が

３０分となりますが、費用は助成されますか。 

 

答８ 費用の助成については、「家族に代わって看護を行うから健康保険法の適用対象と

なる訪問看護の時間を控除した時間」とし、一年度の利用時間を通算して１時間未満

の端数がある場合は切り捨てとなっています。 

そのため、通学以外で利用した時間数とも合算することが可能です。また、別日に

利用した時間数も合算することが出来ます。合計利用時間が１時間になった場合は、

助成の対象となります。 

 

 

 

問９ 一年度の利用時間を通算して１時間未満の端数がある場合に切り捨てとなってい

ますが、一月当たり利用時間に応じて自己負担を訪問看護ステーションに支払って

います。一月の利用時間に１時間未満の端数が生じた場合、その月の利用時間は 

何時間になりますか。 

 

答９ 一月の利用時間に１時間未満の端数が生じた場合は、端数となった時間を翌月に

繰越し、翌月の利用時間と合算することが可能となります。 

ただし、年間の利用時間の上限は１９２時間なので、１９１時間を超えた端数（１時間

未満の端数）は翌年度に繰越すことができません。 

 

【利用例】 

利用月 
前月 

繰越時間 

当月実際に 

利用した時間 
合計利用時間 

自己負担計算
の基礎となる

利用時間 

翌月 

繰越時間 

４月 ― ２時間４５分 ２時間４５分 ２時間 ４５分 

５月 ４５分 ３時間５０分 ４時間３５分 ４時間 ３５分 

６月 ３５分 ２時間 ２時間３５分 ２時間 ３５分 

・ 
・ 
・ 

２月 ２０分 １時間５０分 ２時間１０分 ２時間 １０分 

３月 １０分 ３時間 ３時間１０分 ３時間 ― 

 

 

 
 １時間未満の端数（１０分）は、翌年度に繰越しできません。 


